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橿
原
神
宮
の
豊
か
な
杜
の
境
内
参
道
並
び
に
荘
厳
な
る
社
殿
に
は
、
こ
れ
ま
で
全
国

の
御
崇
敬
の
皆
様
よ
り
九
百
基
余
り
の
燈
篭
を
御
奉
納
頂
い
て
お
り
ま
す
。
燈
篭
に
は

御
奉
納
者
の
芳
名
を
刻
み
、
末
永
く
御
篤
志
を
伝
え
て
参
り
ま
す
。

【
各
種
燈
篭
】

■
本
殿
外
周
燈
篭
（
御
志
納
料:

五
百
万
円
以
上
）

御
祭
神
が
お
鎮
ま
り
に
な
る
本
殿
近
く
に
想
い
を
込
め
た
一
燈
を
。

■
北
参
道
燈
篭
（
御
志
納
料:

百
五
十
万
円
以
上
よ
り
）

橿
原
神
宮
旧
正
門
に
あ
た
る
北
神
門
か
ら
続
く
参
道
を
照
ら
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】
橿
原
神
宮
庁　

奉ほ
う
さ
ん
ぶ

賛
部

　
　
　
　
　
　

  

電
話
：
（
〇
七
四
四
）
二
二-

三
二
七
一
（
受
付
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
）

橿
原
神
宮
で
は
、
本
年
四
月
三
日
の
神
武
天
皇
祭
終
了
後
に
、
外
拝
殿
・
大
絵

馬
前
に
て
一
つ
の
御
歌
碑
（
石
碑
）
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
御
歌
碑
に

は
平
成
二
十
八
年
四
月
三
日
の
神
武
天
皇
二
千
六
百
年
大
祭
に
あ
た
り
、
現
在
の

上
皇
上
皇
后
両
陛
下
が
橿
原
神
宮
へ
御
参
拝
に
な
ら
れ
た
際
の
お
気
持
ち
を
上
皇

后
陛
下
が
お
詠
み
に
な
ら
れ
た
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。　

御み
う
た歌
は
平
成
二
十
九
年
年
頭
に
宮
内
庁
よ
り
発
表
さ
れ
、
ふ
と
遠
い
歴
史
の
彼

方
か
ら
吹
い
て
く
る
ひ
そ
や
か
な
風
の
音
を
聞
く
よ
う
な
お
気
持
ち
で
、
樫
の
葉

の
そ
よ
ぎ
を
聞
か
れ
つ
つ
参
道
を
お
進
み
に
な
っ
た
情
景
を
お
詠
み
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
畝
傍
山
の
稜
線
を
彷
彿
と
さ
せ
る
御
歌
碑
は
、
静
か
に
参
拝

者
の
皆
様
を
迎
え
て
い
ま
す
。

650

1310

625

2100

【大】 

420

505

2100

1130

【中】 

250
410

1940

840

（mm）（mm）（mm）

【小】  

（
全
長
） 

三
メ
ー
ト
ル
三
十
七・五
セ
ン
チ

 

（
全
長
） 

三
メ
ー
ト
ル
二・五
セ
ン
チ

 

（
全
長
） 

二
メ
ー
ト
ル
六
十
セ
ン
チ

皇
后
陛
下
御　

み
　
う
た
　
ひ
　

歌
碑

（mm）

1700

250

釣
燈
篭
（
御
志
納
料:

壱
百
万
円
以
上
）
を
御
希
望
の
方
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

御
 み うた ひ 
歌碑は元神宮大宮司で､現在神社本庁統理である鷹

   たかつかさ
司 尚

なお たけ
武氏に

御揮毫を頂きました。

燈
篭
奉
納
の
御
案
内

山吹色

「
海
道
東
征　

浪
速
」

五
月
一
日
第
百
二
十
六
代
天
皇
陛
下
が
御
即
位

あ
そ
ば
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
か
ら
令
和
の
時
代
を

迎
え
、
多
く
の
国
民
が
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
祝

い
す
る
気
持
ち
を
表
し
て
い
た
の
は
感
動
的
で
も

あ
り
ま
し
た
。

橿
原
神
宮
で
は
午
前
十
一
時
よ
り
「
践
祚
改
元

奉
告
祭
併
せ
始
之
月
次
祭
」
を
斎
行
申
し
上
げ
、

新
帝
御
即
位
と
新
し
い
元
号
に
変
わ
っ
た
こ
と

を
、
御
祭
神
神
武
天
皇
並
び
に
皇
后
に
御
奉
告
申

し
上
げ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
慶
事
に
あ
た
り
大
阪
市
住
吉
区
の
学
校

法
人
浪
速
学
院
木
村
理
事
長
の
御
厚
意
に
よ
り

浪
速
高
等
学
校
・
浪
速
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
員

に
よ
る
「
海
道
東
征　

浪
速
」
を
奉
納
演
奏
頂

き
ま
し
た
。

こ
の
曲
は
信
時
潔
作
曲
、
北
原
白
秋
作
詞
に
よ

る
交
声
曲(

カ
ン
タ
ー
タ)

で
あ
り
、
昭
和
十
五
年

紀
元
二
千
六
百
年
に
奉
祝
曲
と
し
て
作
ら
れ
た
神

武
天
皇
御
東
征
を
描
い
た
名
曲
で
あ
り
ま
す
。
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•
 「

海
道
東
征
　
浪
速
」

•
 「
令
和
」
で
世
界
に
示
す
「
日
本
」
の
存
在
感

•
 

万
葉
集
の
表
記

　
　
　
―
新
元
号
「
令
和
」
に
寄
せ
て
―

•
 

古
典
か
ら
御
大
典
を
み
て

•
  

皇
后
陛
下
御
歌
碑

•
  

燈
篭
奉
納
の
御
案
内

紀
元
二
千
六
百
八
十
年

令
和
二
年

　
　
　 四
月
二
日
斎
行

御
即
位
前
の
神
武
天
皇
が
兄
宮
達
と
政
を
お
こ

な
っ
て
お
ら
れ
た
日
向
高
千
穂
に
始
ま
り
、
天
業

を
お
し
弘
め
ん
と
国
の
真
中
で
あ
る
東
に
向
か
う

為
の
美
々
津
か
ら
の
お
船
出
、
御
東
征
の
途
次
を

描
き
困
難
の
末
に
橿
原
宮
で
即
位
さ
れ
、
我
が
国

が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
、
壮
大
且
つ
ロ
マ
ン
に
満

ち
溢
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
戦
後
は
、
殆
ど
演

奏
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
平
成

二
十
六
年
二
月
十
一
日
建
国
記
念
の
日
に
熊
本
県

で
戦
後
三
回
目
と
な
る
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
マ
ス
コ
ミ
報
道
を
聞
き
及
び
、
何
時
の
日
か
橿

原
神
宮
で
、
演
奏
の
機
会
を
得
て
御
祭
神
に
お
聴

き
頂
け
れ
ば
と
漠
然
と
し
た
思
い
で
は
あ
り
ま
す

が
持
ち
続
け
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
以
前
よ
り

面
識
の
あ
り
ま
し
た
木
村
理
事
長
よ
り
大
阪
天
満

宮
寺
井
名
誉
宮
司
を
通
じ
て
「
海
道
東
征
」
奉
納

演
奏
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

時
恰
も
新
帝
陛
下
御
即
位
、
令
和
の
御
代
が
始

ま
っ
た
実
に
時
機
に
叶
っ
た
、
大
変
有
難
い
お
話

と
承
り
、
令
和
元
年
五
月
二
十
七
日
橿
原
神
宮
内

拝
殿
に
お
き
ま
し
て
「
海
道
東
征　

浪
速
」
の
奉
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納
演
奏
が
叶
い
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
嬉
し
く
正
に
御
祭
神
の
お
導
き
に

よ
る
も
の
と
有
難
き
極
み
に
存
じ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

木
村
理
事
長
は
「
海
道
東
征
」
を
学
院
曲
と
し
て
相
応
し
い
と
考
え
ら

れ
、
信
時
潔
氏
の
御
遺
族
の
お
許
し
を
戴
き
吹
奏
楽
と
し
て
編
曲
し
た
う

え
で
新
た
に
曲
名
を
「
海
道
東
征　

浪
速
」
と
さ
れ
た
と
承
り
ま
し
た
。

私
自
身
今
ま
で
に
二
度
、
交
声
曲
と
し
て
の
「
海
道
東
征
」
を
聴
い
て
お

り
ま
す
が
、
吹
奏
楽
と
し
て
は
初
め
て
聴
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ど
の
様

な
演
奏
に
な
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

畝
傍
山
か
ら
の
風
が
僅
か
に
心
地
良
く
、
辺
り
が
新
緑
に
包
ま
れ
た
中

で
、
理
事
長
以
下
役
員
・
学
校
関
係
者
・
中
高
学
校
各
ク
ラ
ス
代
表
生
徒
・

保
護
者
の
見
守
る
中
、
吹
奏
楽
部
員
八
十
七
名
は
山
本
吹
奏
楽
部
顧
問
の
も

と
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
聴
か
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
よ
り
二
六
八
〇
余
年
以
上
前
、
天
照
大
神
の
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」

の
も
と
、
こ
の
葦
原
の
中
つ
国
を
人
々
の
為
に
正
し
い
政
を
行
い
、
世
界

中
の
人
々
が
恰
も
一
つ
の
家
族
の
様
に
互
い
に
慈
し
み
仲
良
く
平
和
に
暮

ら
せ
る
世
の
中
を
目
指
さ
れ
た
神
武
天
皇
の
建
国
の
精
神
が
高
ら
か
に
奏

で
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

「
海
道
東
征　

浪
速
」
を
聴
か
せ
て
戴
き
、
改
め
て
御
祭
神
神
武
天
皇

の
建
国
の
大
偉
業
を
広
く
国
民
に
訴
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
思
い

を
強
く
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
大
き
な
感
動
を
も
っ
と
多

く
の
皆
様
に
味
わ
っ
て
戴
き
た
い
も
の
と
明
年
の
御
鎮
座
百
三
十
年
の
佳

年
に
再
び
橿
原
神
宮
で
の
奉
納
演
奏
を
理
事
長
に
お
願
い
し
た
こ
と
は
申

す
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

橿
原
神
宮
宮
司　

久
保
田 

昌
孝

「

和
」
で
世
界
に
示
す
「
日
本
」
の
存
在
感

産
経
新
聞
社
論
説
顧
問　

齋
藤　

勉

大
阪
勤
務
だ
っ
た
昨
年
ま
で
の
五
年
間
、
私
の
一
日
は
自
宅
の
目
前
に
連

な
る
生
駒
山
の
向
こ
う
側
か
ら
昇
る
旭
日
に
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
。
そ
の
朝
日
の
麓
の
「
ま
ほ
ろ
ば
」
に
は
橿
原
神
宮
が
、
そ
の
ほ

ぼ
東
方
へ
の
延
長
線
上
に
は
伊
勢
神
宮
が
鎮
座
ま
し
ま
し
て
い
る
。
偶
然

と
は
い
え
、
何
と
幸
い
な
場
所
に
住
ま
い
を
得
た
こ
と
か
。
宗
教
心
に
は

縁
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
「
祈
り
」
の
気
持
ち
が
自

然
に
湧
い
て
き
た
。

「
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぎ
…
…
」。
万
葉
集
か
ら
採
ら
れ

た
「
令
和
」
の
新
元
号
を
耳
に
し
た
時
、
そ
の
清
冽
な
響
き
か
ら
ま
ず
頭

に
浮
か
ん
で
き
た
の
は
、
何
度
も
参
詣
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
初
代
・
神
武

天
皇
を
主
祭
神
と
す
る
橿
原
神
宮
、
そ
し
て
皇
室
の
魂
の
祖
先
で
あ
る
天

照
大
神
を
祀
る
伊
勢
神
宮
の
境
内
の
凛
と
し
て
厳
か
な
佇
ま
い
だ
っ
た
。

神
武
天
皇
が
苦
難
の
東
征
の
末
、
橿
原
の
地
に
初
代
朝
廷
を
開
く
ま
で
を

劇
的
に
謳
い
上
げ
た
カ
ン
タ
ー
タ
（
交
声
曲
）「
海
道
東
征
」
を
私
ど
も
産

経
新
聞
社
が
橿
原
神
宮
の
絶
大
な
協
力
を
得
て
復
活
し
た
思
い
入
れ
も

あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
伊
勢
神
宮
で
は
六
年
前
の
式
年
遷
宮
で
内

宮
の
「
遷
御
の
儀
」
に
招
か
れ
た
さ
い
、
天
照
大
神
の
ご
神
体
が
新
し
い

正
殿
へ
と
旧
殿
を
出
た
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
、
暗
闇
の
中
で
静
ま
り
返
っ
て

い
た
招
待
客
の
頭
上
の
森
で
突
然
、
ザ
ワ
ザ
ワ
ッ
と
一
陣
の
風
が
舞
う
と

い
う
「
神
体
験
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

上
皇
さ
ま
ご
夫
妻
は
天
皇
、
皇
后
在
位
最
後
の
地
方
訪
問
と
し
て
神
武
天
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様
子
を

遠
つ
世
の
　
風
ひ
そ
か
に
も
　
聴
く
ご
と
く
　

樫
の
葉
そ
よ
ぐ
　
参
道
を
行
く

と
お
詠
み
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
御
歌
は
平
成
二
十
九
年
の
年

頭
に
宮
内
庁
よ
り
発
表
さ
れ
、
ふ
と
遠
い
歴
史
の
彼
方
か
ら
吹
い
て
く
る

ひ
そ
や
か
な
風
の
音
を
聞
く
よ
う
な
お
気
持
ち
で
、
樫
の
葉
の
そ
よ
ぎ
を

聞
か
れ
つ
つ
参
道
を
お
進
み
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
お
詠
み
に
な
っ
た
も
の

で
す
。

建
国
の
地
に
建
つ
神
宮
と
し
て
、
私
達
の
御
祖
先
が
神
武
天
皇
の
御
大

典
の
折
り
に
聞
い
た
で
あ
ろ
う
遠
つ
世
の
風
の
音
を
感
じ
な
が
ら
、
全
国

の
崇
敬
者
の
皆
様
と
一
緒
に
こ
の
度
の
御
大
典
を
奉
祝
し
、
令
和
の
御
代

も
平
和
な
国
（
＝
安
國
）
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
り
続
け
て
参
り
ま
す
。

参
考
文
献　

橿
原
神
宮
第
七
代
、第
十
一
代
宮
司 

菟
田
茂
丸
著（
昭
和
十
五
）　
『
橿

原
の
遠
祖
』　

平
凡
社

宇
治
谷
孟
訳
注（
昭
和
六
十
三
）『
日
本
書
紀（
上
）全
現
代
語
訳
』　

講

談
社
学
術
文
庫

斎
部
広
成
撰
・西
宮
一
民
校
注（
昭
和
六
十
）『
古
語
拾
遺
』　

岩
波
文
庫

神
社
本
庁
監
修（
平
成
二
十
七
）『
神
話
の
お
へ
そ「
古
語
拾
遺
」編
』

扶
桑
社

皇
の
居
住
す
る
宮
殿
関
係
の
神
を
奉
り
、
宮
殿
の
平
安
を
祈
る
祭
祀
で

す
。
都
が
藤
原
京
や
平
城
京
、
平
安
京
等
に
固
定
さ
れ
る
以
前
は
、
天
皇

の
御
代
ご
と
に
皇
居
が
移
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
『
延
喜
式
』
に
収
め
ら
れ

て
い
る
大
殿
祭
の
祝
詞
に
は
、
天
皇
の
即
位
に
際
し
、
新
し
く
造
ら
れ
る

宮
殿
が
平
安
で
あ
る
よ
う
に
言
祝
ぐ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
門
祭

は
大
殿
祭
に
附
随
す
る
祭
で
、
皇
居
の
門
に
入
っ
て
く
る
邪
悪
な
行
為
を

す
る
神
を
祓
い
、
皇
居
内
の
平
安
を
祈
る
祭
り
で
す
。
ま
た
、
先
代
旧
事

本
紀
に
よ
る
と
『
皇
子
等
と
大
夫
達
は
郡
官
・
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
ら

を
率
い
て
、
年
賀
の
拝
礼
を
行
い
、
現
在
ま
で
続
く
、
即
位
・
賀
正
・
建

都
・
践
祚
な
ど
の
儀
式
は
み
な
こ
の
時
に
起
こ
っ
た
』
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
神
武
天
皇
の
御
大
典
は
、
即
位
式
に
留
ま
ら
ず
、
賀
正
と

都
定
め
の
三
つ
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

そ
し
て
、
神
武
天
皇
は
皇
位
の
尊
さ
を
示
し
な
が
ら
、
国
を
一
つ
の
家
族

の
よ
う
に
統
治
さ
れ
ま
し
た
。
正
に
「
国
家
」
の
始
ま
り
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
御
大
典
は
橿
原
神
宮
の
御
祭
神
で

あ
る
神
武
天
皇
が
橿
原
宮
に
即
位
さ
れ
て
よ
り
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
新
帝
陛
下
は
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
の
後
、
神
武
天
皇
山
陵
及
び

昭
和
天
皇
以
前
四
代
の
天
皇
山
陵
に
拝
礼
な
さ
れ
、
御
即
位
を
御
奉
告
に

な
ら
れ
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
平
成
二
十
八
年
四
月
三
日
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
（
現 

上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
畝
傍
山
東
北
陵

で
斎
行
さ
れ
た
神
武
天
皇
二
千
六
百
年
式
年
祭 

山
陵
の
儀
に
臨
ま
れ
、

そ
の
後
橿
原
神
宮
に
御
参
拝
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
皇
后
陛
下
は
そ
の
時
の
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総
務
部 

教
化
渉
外
課 

権
禰
宜　

伊
藤　

英
佑

令
和
元
年
五
月
一
日
、
皇
位
継
承
に
伴
い
、
新
帝
陛
下
は
「
剣
璽
等
承

継
の
儀
」
「
即
位
後
朝
見
の
儀
」
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

一
方
、
橿
原
神
宮
で
は
、
践
祚
改
元
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
、
御
祭
神
に

新
し
い
御
代
の
は
じ
ま
り
を
奉
告
し
、
国
の
安
泰
と
国
民
の
安
寧
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
御
社
頭
に
お
い
て
は
、
思
わ
し
く
な
い
空
模
様
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
早
朝
よ
り
参
拝
に
来
ら
れ
る
方
、
御
朱
印
を
受
け
ら
れ
る
方
が
多

く
お
越
し
に
な
り
、
賑
々
し
い
令
和
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

扨
、
新
帝
陛
下
の
御
大
典
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
皇
位
継
承
に
伴
う
儀
式

は
、
ど
の
時
代
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
古
典
を
紐
解
く
と
我
が

国
は
じ
め
て
の
即
位
式
で
あ
る
第
一
代
神
武
天
皇
即
位
に
遡
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

神
武
天
皇
即
位
二
年
前
の
己
未
三
月
七
日
、
神
武
天
皇
は

「
上
は
天
神
の
国
を
お
授
け
く
だ
さ
っ
た
御
徳
に
答
え
、
下
は
皇
孫
の

正
義
を
育
て
ら
れ
た
心
を
弘
め
よ
う
。
そ
の
後
国
中
を
一
つ
に
し
て
都

を
開
き
、
天
の
下
を
掩
い
て
一
つ
の
家
と
す
る
こ
と
は
、
ま
た
良
い
こ

と
で
は
な
い
か
。
見
れ
ば
可
の
畝
傍
山
の
東
南
の
橿
原
の
地
は
、
思
う

に
国
の
真
中
で
あ
る
。
こ
こ
に
都
を
造
る
べ
き
で
あ
る
。
」

と
奠て

ん

都と

の
詔
み
こ
と
の
りを
下
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
神
武
創
業
の
精
神
で
あ
り
、

全
て
の
国
民
が
家
族
の
よ
う
に
手
を
取
り
合
い
助
け
合
う
事
が
国
の
発
展

に
繋
が
る
と
云
う
こ
と
で
す
。

ま
た
大
祓
詞
に
「
大お

ほ

倭や
ま
と

日ひ

高だ
か

見み

國の
く
に

を
安
國
と
定
め
奉
り
て　

下
つ
磐
根

に
宮
柱
太
敷
き
立
て　

高
天
原
に
千
木
高
知
り
て　

皇す
め

御み

孫ま
の

命み
こ
と

の
瑞
の

御み
あ
ら
か殿

仕
え
奉
り
て
…
…
安
國
と
平
け
く
知
ろ
し
食
さ
む
」
と
あ
る
よ
う

に
、
平
和
な
国
（
＝
安
國
）
を
築
く
た
め
に
、
都
造
り
に
着
手
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
翌
年
庚か

の
え
さ
る申
九
月
二
十
四
日
に
は
媛
蹈
韛
五
十
鈴
媛
を
召
し

て
正
妃
と
さ
れ
た
の
で
す
。

神
武
天
皇
は
辛か

の
と

酉と
り

の
年
春
正
月
、
橿
原
宮
に
て
第
一
代
の
天
皇
と
し
て

御
即
位
あ
そ
ば
さ
れ
ま
す
。
御
即
位
に
当
た
り
、
仕
え
た
臣
下
の
中
に
は

神
代
以
来
よ
り
仕
え
て
い
る
神
々
の
子
孫
が
お
り
、
天あ

め
の

太ふ
と

玉た
ま
の

命
の
孫
で
あ

る
天あ

め
の

富と
み
の

命
は
配
下
の
齋い
ん

部べ

を
率
い
て
神か
む

宝だ
か
ら

・
鏡
・
矛
・
盾
・
木
・
綿
・
麻

な
ど
を
造
り
ま
し
た
。
櫛く

し

明あ
か
る

玉た
ま
の

命
の
子
孫
は
祈
祷
の
意
味
を
持
つ
御み

祈ほ
き

玉た
ま

を
造
り
、
ま
た
天あ
め

日の
ひ
わ
し
の鷲
命
の
子
孫
は
木
綿
と
布
を
造
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
「
剣
璽
等
承
継
の
儀
」
が
行
わ
れ
、
天あ

め
の

児こ

屋や
ね
の

命
の
子
孫
で
あ

る
天あ

め
の

種た
ね

子こ
の

命
は
天
神
の
寿よ

詞ご
と

を
奏
上
し
ま
す
。
寿
詞
は
吉
事
、
め
で
た
い

こ
と
で
、
天
神
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
祝
詞
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
初
め
て

の
即
位
式
の
時
、
中
臣
氏
の
祖
先
で
あ
る
天
種
子
命
が
奏
上
し
た
の
で
、

後
世
は
専
ら
中
臣
氏
が
奏
上
す
る
よ
う
に
な
り
、
中
臣
の
寿
詞
と
も
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
天
富
命
は
齋
部
を
引
き
連
れ
て
、
天あ

ま
つ

璽し
る
し

で
あ
る
八
咫
鏡
、
天
叢
雲
剣
を
捧
げ
持
ち
、
玉
座
に
奉
安
し
ま
し
た
。
道み
ち
の

臣お
み
の

命
は
来く

目め

部べ

を
率
い
て
宮
門
の
開
閉
を
掌
り
、
四
方
の
国
に
朝
廷
が
尊

い
事
を
示
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
天
照
大
神
・
高た

か
み
む
す
ひ
の
か
み

皇
産
霊
神
の
御
命
令
に

従
っ
て
皇
居
内
に
神ひ

も
ろ
ぎ籬
を
た
て
、
国
土
の
神
々
と
宮
殿
の
敷
地
の
神
々
を

お
祀
り
さ
れ
、
大
殿
祭
、
御
門
祭
も
斎
行
さ
れ
ま
す
。
大
殿
祭
と
は
、
天

古
典
か
ら
御
大
典
を
み
て

かしはら
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皇
陵
と
伊
勢
神
宮
に
参
拝
さ
れ
た
。
五
月
一
日
に
即
位
さ
れ
た
新
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
も
年
内
に
も
こ
の
地
と
昭
和
天
皇
以
前
四
代
の
天
皇
陵
に
赴

く
「
親
謁
の
儀
」
に
臨
ま
れ
る
と
い
う
。
即
位
後
、
す
で
に
三
種
の
神
器

を
受
け
継
ぐ
「
剣
璽
等
承
継
の
儀
」
は
行
わ
れ
た
が
、
令
和
元
年
の
向
こ

う
半
年
間
、
即
位
関
連
の
一
連
の
儀
式
が
世
界
に
発
信
さ
れ
る
。
三
十
年

前
の
昭
和
天
皇
崩
御
に
伴
う
平
成
へ
の
御
代
替
わ
り
の
儀
式
は
服
喪
の
中

で
執
り
行
わ
れ
た
が
、
今
回
は
二
百
二
年
ぶ
り
の
譲
位
に
よ
る
も
の
で
事

情
は
違
う
。
天
皇
陛
下
は
「
極
力
簡
素
に
」
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
王
朝
絵
巻
さ
な
が
ら
の
華
麗
な
儀
式
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
世
界
最
古
、
万
世
一
系
の
皇
室
の
格
調
高
く
奥
深

い
儀
式
に
伴
っ
て
、
わ
が
国
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
も
前
例
の
な
い
日
本

を
舞
台
と
す
る
最
大
規
模
の
外
交
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
だ
。「
日
本
」
の

存
在
感
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
機
の
到
来
で
あ
る
。

全
国
の
神
社
を
統
括
す
る
神
社
本
庁
も
御
代
替
わ
り
に
伴
う
様
々
な
儀
式

を
英
語
で
解
説
す
る
冊
子
「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
を
作
成
、
各
国

の
駐
日
大
使
館
な
ど
に
配
布
し
て
対
外
発
信
に
こ
れ
務
め
て
い
る
。
そ
の

中
で
「
皇
位
継
承
の
諸
儀
式
は
、
神
代
か
ら
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
わ
が
国
の
精
神
の
継
承
の
儀
式
で
す
」
と
強
調
し
て
い
る
。

儀
式
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
十
月
二
十
二
日
に
皇
居
・
宮
殿
で
行
わ
れ
る
「
即

位
礼
正
殿
の
儀
」
だ
。「
松
の
間
」
に
は
陛
下
の
玉
座
「
髙
御
座
」、
皇
后

さ
ま
の
「
御
帳
台
」
が
設
置
さ
れ
、
中
庭
に
は
色
と
り
ど
り
の
幟
旗
が
立

ち
並
ぶ
。
国
内
外
の
参
列
者
は
二
千
五
百
人
に
の
ぼ
り
、
海
外
か
ら
は
三
十

年
前
よ
り
約
三
十
か
国
も
多
い
百
九
十
五
か
国
の
元
首
ら
が
招
待
さ
れ
る
。

皇
室
と
交
流
の
深
い
王
室
関
係
者
も
多
数
参
列
す
る
見
通
し
だ
。
正
殿
の

儀
を
終
え
る
と
両
陛
下
は
「
祝
賀
御
列
の
儀
」
に
臨
ま
れ
、
宮
殿
か
ら
お

住
ま
い
の
あ
る
赤
坂
御
所
ま
で
オ
ー
プ
ン
カ
ー
に
乗
り
、
国
民
か
ら
広
く

祝
福
を
受
け
ら
れ
る
。
二
十
二
日
夜
か
ら
三
十
一
日
ま
で
に
四
回
、
国
内

外
の
賓
客
を
招
い
て
の
祝
宴
「
饗
宴
の
儀
」
が
催
さ
れ
る
ほ
か
、
二
十
三

日
に
は
安
倍
晋
三
首
相
夫
妻
が
都
内
の
ホ
テ
ル
に
外
国
元
首
ら
を
招
い
て

晩
さ
ん
会
が
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
狂
言
師
・
野
村
萬
斎
さ
ん
、
歌
舞
伎

役
者
・
市
川
海
老
蔵
さ
ん
、
文
楽
人
形
遣
い
・
吉
田
玉
男
さ
ん
が
五
穀
豊

穣
を
祈
る
演
目
を
共
演
。
さ
ら
に
天
皇
陛
下
の
ご
学
友
で
も
あ
る
能
楽
師

の
観
世
清
和
さ
ん
、
三
郎
太
親
子
演
者
に
よ
る
演
目
も
披
露
さ
れ
る
。
日

本
が
誇
る
伝
統
芸
能
の
第
一
人
者
が
打
ち
揃
っ
て
新
し
い
御
代
の
船
出
を

お
祝
い
す
る
稀
有
な
舞
台
で
あ
る
。

一
方
で
外
交
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
六
月
二
十
八
、二
十
九
日
に
大
阪
で

行
わ
れ
た
「
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
（
首
脳
会
議
）」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
東
京

や
沖
縄
、
北
海
道
、
伊
勢
志
摩
で
先
進
七
―
八
か
国
だ
け
の
首
脳
会
議
は

あ
っ
た
が
、
今
回
は
新
興
国
を
含
む
三
十
七
も
の
国
・
地
域
や
国
際
機
関

が
参
加
し
た
、
日
本
で
過
去
最
大
の
国
際
会
議
で
あ
る
。
安
倍
首
相
が
ホ

ス
ト
と
な
り
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
じ
め
、
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
、

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
、
韓
国
の
文
在
寅
大
統
領
、
欧
州
の
先
進
主

要
諸
国
ト
ッ
プ
ら
が
「
呉
越
同
舟
」
で
日
本
に
初
め
て
勢
揃
い
し
た
。

安
倍
首
相
と
深
い
絆
を
結
ん
で
い
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
す
で
に
五
月

二
十
五
日
か
ら
四
日
間
、
日
本
を
公
式
訪
問
し
、
世
界
の
国
家
元
首
と
し

て
令
和
の
御
代
で
初
め
て
天
皇
陛
下
と
会
見
し
た
。
異
例
な
こ
と
に
、
両

国
国
技
館
の
大
相
撲
夏
場
所
千
秋
楽
を
安
倍
首
相
と
一
緒
に
観
戦
し
、
優

勝
力
士
の
朝
乃
山
に
「
米
国
大
統
領
杯
」
を
授
与
し
た
。
い
わ
ず
も
が
な
、
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録
者
の
意
図
も
感
じ
ら
れ
て
興
味
深
い
。
右
の
九
番
歌
は
、
我
々
に
謎
掛

け
を
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

か
つ
て
、
皇
學
館
大
学
再
興
時
に
教
授
を
務
め
ら
れ
た
澤
瀉
久
孝
博
士

は
、
『
萬
葉
古
徑
』
（ 

昭
和
十
六
年
六
月
、
弘
文
堂
書
房
） 

の
「
は
し
が

き
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

萬
葉
研
究
の
窮
極
所
は
、
た
だ
一
首
一
首
の
作
品
を
正
し
く
會
す
る
事

に
盡
き
る
と
信
ず
る
わ
た
く
し
は
、
こ
の
書
に
於
い
て
、
そ
の
窮
極
所

へ
の
小
徑
を
ほ
ん
の
少
し
ば
か
り
墾
い
て
み
た
つ
も
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
万
葉
集
研
究
は
一
首
ず
つ
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
正
し
い
本
文
と
訓
を
定
め
て
、

一
首
ず
つ
正
し
い
解
釈
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

万
葉
集
は
、
東
北
か
ら
九
州
ま
で
多
く
の
土
地
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
現

地
に
足
を
運
ん
で
、
そ
の
風
土
に
触
れ
て
み
る
こ
と
も
万
葉
集
を
理
解
す

る
に
は
大
切
な
事
で
あ
る
。
大
和
は
万
葉
故
地
の
中
で
も
そ
の
中
心
で
あ

る
が
、
「
か
し
は
ら
」
も
、
柿
本
人
麻
呂
や
大
伴
家
持
に
よ
っ
て
詠
み
込

ま
れ
て
い
る
（
（ 

）
内
は
原
文
表
記
） 

。

玉
だ
す
き
畝
傍
の
山
の 

橿
原
（ 

橿
原
） 

の
聖ひ
じ
りの
御み

よ代
ゆ
〈
或あ
る

は
云い

ふ
、
「
宮
ゆ
」
〉 

生あ

れ
ま
し
し
神
の
こ
と
ご
と
…
（ 

１
・
二
九
、
柿

本
人
麻
呂
）
… 

あ
き
づ
島し
ま

大や
ま
と和

の
国
の 

橿
原
（
加
之
波
良
）
の
畝
傍

の
宮
に 

宮み
や
ば
し
ら柱　

太ふ
と

知し

り
立た

て
て 

天
の
下
知
ら
し
め
し
け
る 

天す
め
ろ
き皇

の

天あ
ま

の
日ひ
 
つ
ぎ継
と 

継つ

ぎ
て
く
来
る
君
の
御み

よ

み

よ

代
御
代
… 

（ 

２
０
・

四
四
六
五
、
大
伴
家
持
）

こ
の
よ
う
に
、
橿
原
の
地
を
詠
み
込
み
、
第
一
代
神
武
天
皇
以
来
の
皇
統

が
讃
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
皇
統
讃
美
の
歌
は
、
柿
本
人
麻
呂
、
山

部
赤
人
、
田
辺
福
麻
呂
ら
の
宮
廷
歌
人
や
大
伴
旅
人
・
大
伴
家
持
ら
に

よ
っ
て
も
歌
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
に
つ
い
て
も
機
会
が
あ
れ

ば
述
べ
て
み
た
い
が
、
第
百
二
十
六
代
の
今
上
陛
下
の
御
即
位
を
言
祝

ぎ
、
「
令
和
」
の
御
代
の
弥
栄
を
祈
念
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
。

＊  

万
葉
集
の
引
用
（ 

原
文
・
読
み
下
し
文
・
現
代
語
訳
） 

は
、
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
〈
小
学
館
〉
に
よ
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
島　

信
生（
お
お
し
ま　
の
ぶ
お
）

● 

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
九
日 

福
岡
県
に
生
ま
れ
る
。

皇
學
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
国
文
学
専

攻
満
期
退
学
。
博
士
（ 

文
学
） 

。
皇
學
館
大
学
助
手
・
講

師
・
助
教
授
・
准
教
授
を
経
て
現
在
同
教
授
。
皇
學
館
大
学

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
長
・
同
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

長
。
万
葉
学
会
編
輯
委
員
・
美
夫
君
志
会
常
任
理
事
・
古
事

記
学
会
理
事
・
上
代
文
学
会
理
事
。
専
門
は
万
葉
集
を
中
心

と
す
る
上
代
国
語
国
文
学
。

● 

著
書
に
『
万
葉
集
の
表
記
と
訓
詁
』
（ 

お
う
ふ
う
） 

他
。
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相
撲
は
皇
室
に
も
つ
な
が
る
神
事
で
あ
る
。
こ
の
前
代
未
聞
の
光
景
は
全

世
界
に
大
々
的
に
報
道
さ
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
四
月
に
も
米
国
で

安
倍
首
相
と
会
っ
て
お
り
、
三
か
月
連
続
で
日
米
首
脳
が
会
談
す
る
と
い

う
前
例
の
な
い
濃
密
な
関
係
と
日
米
同
盟
の
強
化
を
世
界
に
示
し
た
。

今
年
は
自
由
、
共
産
両
陣
営
の
分
断
の
象
徴
だ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩

壊
、米
ソ
冷
戦
が
終
結
し
て
か
ら
三
十
年
で
あ
る
。
米
ソ
に
代
わ
っ
て
現
在
、

米
国
と
中
国
が
世
界
で
覇
を
競
う
「
米
中
新
冷
戦
」
が
現
実
味
を
帯
び
て

き
た
。
そ
の
中
国
は
日
々
、
尖
閣
諸
島
奪
取
に
食
指
を
動
か
し
、
ロ
シ
ア

相
手
の
日
本
固
有
の
北
方
領
土
の
返
還
交
渉
は
難
航
を
極
め
、
韓
国
は
日

本
人
拉
致
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
続
け
る
北
朝
鮮
に
す
り
寄
っ
て
「
反
日
」

姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
幕
を
開
け
た
ば
か
り
の
令
和
だ
が
、
日
本
を

取
り
巻
く
国
際
情
勢
は
日
増
し
に
険
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
中
国
は
十
月

一
日
、
世
界
の
指
導
者
を
集
め
て
建
国
七
十
年
を
盛
大
に
演
出
す
る
計
画

と
い
う
。
こ
う
し
た
時
期
に
米
中
対
決
の
い
わ
ば
最
前
線
に
あ
る
日
本
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
握
っ
て
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
意
義
は
限
り

な
く
大
き
い
。
日
本
の
存
在
感
が
高
ま
れ
ば
、
中
国
に
対
す
る
大
い
な
る

牽
制
と
な
り
、
東
ア
ジ
ア
の
今
後
の
安
定
に
も
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

日
米
の
緊
密
ぶ
り
を
目
の
前
で
見
せ
つ
け
ら
れ
た
習
近
平
主
席
は
来
春
、

に
日
本
を
公
式
訪
問
す
る
と
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
に
伍
し
て
天
皇
陛
下
と
の
会
見
を
希
望
し
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
場
合
、
習
主
席
が
天
皇
陛
下
の
中
国
ご
訪
問
を
要
請
し
て
も

日
本
側
は
安
易
に
は
応
じ
て
ほ
し
く
な
い
と
筆
者
は
強
く
思
っ
て
い
る
。

芳
し
く
な
い
前
例
が
あ
る
か
ら
だ
。
三
十
年
前
の
平
成
元
年
六
月
、
北
京

で
民
主
化
運
動
を
弾
圧
し
た
「
天
安
門
事
件
」
で
国
際
的
孤
立
と
経
済
制

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

齋
藤　

勉（
さ
い
と
う　
つ
と
む
）

●  

昭
和
二
十
四
年
生
ま
れ
。
四
十
七
年
、
東
京
外
語
大
ロ
シ
ア
科
卒
、

産
経
新
聞
入
社
。
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
、
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
、

東
京
編
集
局
長
、
取
締
役
副
社
長
大
阪
代
表
な
ど
を
歴
任
。
平
成
三
十

年
か
ら
論
説
顧
問
。
「
ソ
連
、
共
産
党
独
裁
を
放
棄
へ
」
の
ス
ク
ー
プ

で
日
本
新
聞
協
会
賞
受
賞
。

●  
著
書
に
『
ス
タ
ー
リ
ン
秘
録
』
（
産
経
新
聞
出
版
）
な
ど
。

（
産
経
新
聞
社
「
北
方
領
土
」
で
露
大
使
に
再
反
論　

本
紙
・
斎
藤
論

説
顧
問
「
降
伏
後
の
占
領
は
国
家
犯
罪
」
よ
り
）

裁
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
中
国
は
三
年
後
に
天
皇
陛
下
の
訪
中
を
実
現
さ
せ
、

日
本
は
中
国
を
国
際
社
会
に
復
帰
さ
せ
る
契
機
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
が
中
国
急
台
頭
の
踏
み
台
と
な
っ
た
。
現
在
の
米
中
対
立
の
渦
中
で

の
天
皇
陛
下
の
訪
中
に
は
、
中
国
側
に
と
っ
て
覇
権
争
い
で
有
利
と
な
る

「
日
米
分
断
」
の
思
惑
が
透
け
て
み
え
る
。

Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
の
高
揚
感
は
一
連
の
皇
室
儀
式
の
華
や
か
さ
と
一
体
と

な
っ
て
必
ず
や
、
次
の
外
交
の
大
舞
台
で
も
あ
る
十
月
の
「
即
位
礼
正
殿
の

儀
」
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
受
け
て
十
一
月

十
四
、
十
五
日
に
は
即
位
し
た
天
皇
が
初
め
て
執
り
行
う
「
大
嘗
祭
」
の
中

核
と
な
る
「
大
嘗
宮
の
儀
」
が
控
え
る
。
陛
下
一
世
一
代
の
重
要
儀
式
だ
。

こ
の
幸
先
良
い
令
和
元
年
の
国
の
勢
い
が
来
年
、
令
和
二
年
夏
の
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

天
皇
陛
下
は
わ
が
国
ば
か
り
で
な
く
世
界
の
平
和
と
安
寧
を
祈
る
存
在

で
あ
る
。
一
連
の
儀
式
に
込
め
ら
れ
た
崇
高
な
精
神
性
と
寛
容
の
心
、
い

わ
ば
「
令
和
の
祈
り
」
の
世
界
発
信
が
各
地
で
続
く
紛
争
、
と
り
わ
け
宗

教
対
立
・
弾
圧
を
少
し
で
も
緩
和
し
て
く
れ
れ
ば
と
切
に
願
う
。
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て
、
聊い
さ
さか
に
短た
ん
え
い詠
を
成
す
べ
し
。

天
平
二
年
正
月
十
三
日
（ 

太
陽
暦
二
月
八
日
） 

、
大
宰
帥
大
伴
旅
人
の

邸
宅
で
梅
花
の
宴
が
開
か
れ
た
。
「
帥
老
」
と
は
旅
人
を
指
す
。
「
初
春

の
令
月
」
と
は
、
初
春
の
よ
き
月
、
「
令
」
は
う
る
わ
し
い
の
意
で
、
こ

こ
で
は
正
月
を
ほ
め
て
言
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
気
淑
く
風
和
ぐ
。
梅
は

鏡
前
の
粉
を
披
き
、
蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
ら
す
」
と
は
「
気
は
良
く
風
は

穏
や
か
で
あ
る
。
梅
は
鏡
の
前
の
白お
し
ろ
い粉

の
よ
う
に
白
く
咲
き
、
蘭ら
ん

は
匂に
お

い

袋
の
よ
う
に
香か
お

っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
蘭
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
香
り
の
よ
い
草
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
こ

の
序
文
で
は
「
空
に
は
故
雁
帰
る
」
ま
で
春
の
情
景
が
述
べ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
「
こ
こ
に
、
天
を
蓋
に
し
」
か
ら
、
宴
の
場
を
叙
し
、
「
園
梅
を

賦
し
て
、
聊
か
に
短
詠
を
成
す
べ
し
」
で
終
わ
る
。
こ
の
宴
は
、
当
時
行

わ
れ
て
い
た
漢
詩
を
作
る
詩
宴
で
は
な
く
て
、
短
詠
、
即
ち
短
歌
を
作
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
序
文
を
め
ぐ
っ
て
は
、
『
文
選
』
の
張
衡
「
帰
田
賦
」
や
王

羲
之
「
蘭
亭
序
」
な
ど
、
漢
籍
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
江
戸
時
代
の
契
沖

以
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
文
化
圏
の
日
本
に
お
い
て
、
漢
籍
の
影
響

が
あ
る
の
は
当
然
で
、
漢
籍
を
受
容
し
つ
つ
、
文
章
を
織
り
な
す
の
が
当

時
の
文
章
の
あ
り
方
な
の
で
あ
っ
た
。

万
葉
集
の
表
記

万
葉
集
は
、
万
葉
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
と
よ
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
実

は
そ
れ
は
正
確
な
言
い
方
で
は
な
い
。
梅
花
の
宴
の
歌
を
例
に
と
っ
て
示

す
（
ル
ビ
付
き
の
原
文
と
〈
読
み
下
し
文
〉
で
示
す
）
。

大
島　

信
生

「
令
和
」
の
出
典

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
、
新
元
号
「
令
和
」
が
発
表
さ
れ
た
。
出
典
が

国
書
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
も
あ
る
中
で
、
そ
の
出
典
は
万

葉
集
で
あ
っ
た
。
万
葉
集
か
ら
と
聞
く
と
、
和
歌
か
ら
引
用
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
和
歌
で
は
な
く
「
梅
花
の
歌

三
十
二
首
」
の
序
文
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
原
文
は
漢
文
で
あ
る
が
、
読

み
下
し
文
の
か
た
ち
で
引
用
し
て
お
こ
う
。

梅
花
の
歌
三
十
二
首　

并
せ
て
序

天
平
二
年
正
月
十
三
日
に
、
帥そ
ち
ら
う老
の
宅い
へ

に
萃あ
つ

ま
り
て
、
宴
会
を
申の

べ
た
り
。

時
に
、
初し
ょ

春し
ゆ
ん

の
令れ
い
げ
つ月

に
し
て
、
気き

よ淑
く
風
和や
は
らぐ

。
梅
は
鏡き
や
う
ぜ
ん前の

粉ふ
ん

を
披ひ
ら

き
、
蘭ら
ん

は
珮ば
い

後ご

の
香か
う

を
薫か
を

ら
す
。
加
し
か
の
み
に
あ
ら
ず
以
、 

曙あ
さ
けの
嶺み
ね

に
雲
移
り
、
松
は

羅う
す
も
のを
掛
け
て
蓋
き
ぬ
が
さを
傾か
た
ぶけ
、
夕ゆ
ふ
への
岫く
き

に
霧き
り

結
び
、
鳥
は
縠
う
す
も
のに
封と

ぢ
ら
れ

て
林
に
迷ま

と

ふ
。
庭
に
新し
ん
て
ふ蝶

舞
ひ
、
空
に
は
故こ
　
が
ん雁

帰
る
。

こ
こ
に
、
天
を
蓋
き
ぬ
が
さに

し
地つ
ち

を
坐し
き
ゐに

し
、
膝ひ
ざ

を
促ち
か
づけ

觴
さ
か
づ
きを

飛
ば
す
。
言こ
と

を
一
室
の
裏う
ち

に
忘
れ
、
衿
こ
ろ
も
の
く
びを
煙え
ん

霞か

の
外
に
開
く
。
淡た
ん
ぜ
ん然
に
自み
づ
から
放ゆ
る

し
、
快く
わ
い
ぜ
ん然に
自み
づ
から
足た

り
ぬ
。

も
し
翰か
ん
ゑ
ん苑
に
あ
ら
ず
は
、
何
を
以も
ち

て
か
情こ
こ
ろ
を
攄の

べ
む
。
請ね
が

は
く
は

落ら
く
ば
い梅
の
篇へ
ん

を
紀し
る

せ
、
古
い
に
し
へと
今
と
夫そ

れ
何
か
異こ
と

な
ら
む
。
園ゑ
ん
ば
い梅
を
賦ふ

し

万
葉
集
の
表
記
―
新
元
号
「

和
」
に
寄
せ
て
―
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万
葉
集
の
表
記
は
、
万
葉
仮
名
の
音
仮
名
を
主
と
し
た
音
仮
名
主
体
表
記

と
言
わ
れ
る
巻
五
・
十
四
・
十
五
・
十
七
〜 

二
十
と
、
正
訓
字
を
主
と
し

た
訓
字
主
体
表
記
と
言
わ
れ
る
巻
一
〜 

四
、
六
〜 

十
三
、
十
六
に
大
別
さ

れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
し
な
が
ら
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
万
葉
集
は
万
葉
仮
名
だ
け
で
表
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

万
葉
集
は
、
日
本
現
存
最
古
の
歌
集
と
言
わ
れ
る
が
、
万
葉
集
の
原
本
は

存
在
し
な
い
。
し
か
も
、
平
安
時
代
に
は
読
め
な
く
な
っ
て
い
た
。
天
暦

五
年
（
九
五
一
） 

村
上
天
皇
の
勅
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
梨
壺
の
五
人
に
、

万
葉
集
の
付
訓
を
命
じ
て
い
る
。
古
訓
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
後

も
、
万
葉
集
は
写
さ
れ
訓
ま
れ
、
現
在
に
至
る
の
で
あ
る
。

難
訓
歌
と
研
究
の
あ
り
方

万
葉
集
に
は
い
ま
だ
に
定
訓
を
得
な
い
歌
も
あ
る
。

莫
囂
円
隣
之
大
相
七
兄
爪
謁
気　

吾わ
が
 
せ
 
こ
 
が

瀬
子
之　

射い
た
た
せ
り
け
む

立
為
兼

 

五い
つ
か
し
 
が
も
と

可
新
何
本 

（ 

１ 

・
九
、
額
田
王
）

右
の
歌
は
、
斉
明
天
皇
の
紀
伊
行
幸
時
の
額
田
王
の
歌
で
あ
る
。
初
・
二

句
は
諸
説
は
あ
る
も
の
の
、
定
訓
を
み
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
い
わ
ゆ
る
難
訓
歌
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
極
端
な
例
で
あ
る
が
、
ま

だ
万
葉
集
に
は
本
文
や
訓
、
解
釈
に
疑
問
の
あ
る
歌
が
い
く
つ
も
残
さ
れ

て
い
る
。

一
般
に
目
に
す
る
万
葉
集
の
歌
は
、
読
み
下
し
文
の
形
で
示
さ
れ
る
の
が

通
常
で
あ
る
が
、
漢
字
ば
か
り
の
原
文
も
合
わ
せ
て
読
ん
で
み
る
と
、
筆

和わ

が

そ

の

に

何
則
能
尓　

宇う

め

の

は

な

ち

る

米
能
波
奈
知
流　

比ひ

さ

か

た

の

佐
可
多
能　

阿あ

め

よ

り

ゆ

き

の

米
欲
里
由
吉
能 

那な

が

れ

く

る

か

も

何
列
久
流
加
母　

主あ
ろ
じ人

（ 

５ 

・
八
二
二
）

〈
我わ

が
園
に
梅
の
花
散
る
ひ
さ
か
た
の
天あ
め

よ
り
雪
の
流
れ
来
る
か
も
〉

右
の
「
主
人
」
と
は
大
伴
旅
人
を
指
す
。
こ
の
歌
の
原
文
表
記
は
万
葉
仮

名
の
う
ち
音
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
梅
花
の

歌
三
十
二
首
」
の
中
に
、

万よ
ろ
づ
よ
に

世
尓　

得と

し

は

き

ふ

と

も

之
波
岐
布
得
母　

烏う

め

の

は

な

梅
能
波
奈　

多た

ゆ

る

こ

と

な

く

由
流
己
等
奈
久

佐さ

き

わ

た

る

べ

し

吉
和
多
留
倍
子 
筑ち
く
ぜ
ん
の
す
け

前
介
佐さ
じ
の
こ
び
と

氏
子
首
（ 

５ 

・
八
三
〇
）

〈
万よ
ろ
づ
よ代
に
年
は
来き

ふ経
と
も
梅
の
花
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
咲
き
渡
る
べ
し
〉

と
あ
り
、
音
仮
名
表
記
の
中
に
「
万
世
」
と
い
う
正
訓
字
（ 

和
語
の
意

味
通
り
の
漢
字
を
使
う
も
の
） 

と
言
わ
れ
る
も
の
も
混
在
し
て
い
る
こ
と

に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
万
葉
仮
名
の
中
で
も
音
仮
名
に
対
し
て
訓
仮
名
と
言
わ
れ
る
も
の

も
あ
る
。

麻あ
さ
ご
ろ
も衣　

著け
れ
ば
な
つ
か
し

者
夏
樫　

木き
の
く
に
の

国
之　

妹い
も
せ
の
や
ま
に

背
之
山
二

 

麻あ
さ
ま
く
わ
ぎ
も

蒔
吾
妹
（ 

７ 

・
一
一
九
五
、
藤
原
卿
）

〈
麻
衣
着け

れ
ば
な
つ
か
し
紀き伊
の
国
の
妹い
も
せ背
の
山
に
麻あ
さ
ま蒔
く
我わ
ぎ
も妹
〉

の
「
夏
樫
」
は
、
形
容
詞
な
つ
か
し
（ 

心
ひ
か
れ
て
離
れ
が
た
い
） 

を

表
し
た
も
の
で
、
漢
字
の
訓
を
利
用
し
て
お
り
訓
仮
名
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
あ
る
。
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録
者
の
意
図
も
感
じ
ら
れ
て
興
味
深
い
。
右
の
九
番
歌
は
、
我
々
に
謎
掛

け
を
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

か
つ
て
、
皇
學
館
大
学
再
興
時
に
教
授
を
務
め
ら
れ
た
澤
瀉
久
孝
博
士

は
、
『
萬
葉
古
徑
』
（ 

昭
和
十
六
年
六
月
、
弘
文
堂
書
房
） 

の
「
は
し
が

き
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

萬
葉
研
究
の
窮
極
所
は
、
た
だ
一
首
一
首
の
作
品
を
正
し
く
會
す
る
事

に
盡
き
る
と
信
ず
る
わ
た
く
し
は
、
こ
の
書
に
於
い
て
、
そ
の
窮
極
所

へ
の
小
徑
を
ほ
ん
の
少
し
ば
か
り
墾
い
て
み
た
つ
も
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
万
葉
集
研
究
は
一
首
ず
つ
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
正
し
い
本
文
と
訓
を
定
め
て
、

一
首
ず
つ
正
し
い
解
釈
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

万
葉
集
は
、
東
北
か
ら
九
州
ま
で
多
く
の
土
地
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
現

地
に
足
を
運
ん
で
、
そ
の
風
土
に
触
れ
て
み
る
こ
と
も
万
葉
集
を
理
解
す

る
に
は
大
切
な
事
で
あ
る
。
大
和
は
万
葉
故
地
の
中
で
も
そ
の
中
心
で
あ

る
が
、
「
か
し
は
ら
」
も
、
柿
本
人
麻
呂
や
大
伴
家
持
に
よ
っ
て
詠
み
込

ま
れ
て
い
る
（
（ 

）
内
は
原
文
表
記
） 

。

玉
だ
す
き
畝
傍
の
山
の 

橿
原
（ 

橿
原
） 

の
聖ひ
じ
りの

御み

よ代
ゆ
〈
或あ
る

は
云い

ふ
、
「
宮
ゆ
」
〉 

生あ

れ
ま
し
し
神
の
こ
と
ご
と
…
（ 

１
・
二
九
、
柿

本
人
麻
呂
）
… 

あ
き
づ
島し
ま

大や
ま
と和
の
国
の 

橿
原
（
加
之
波
良
）
の
畝
傍

の
宮
に 

宮み
や
ば
し
ら柱　

太ふ
と

知し

り
立た

て
て 

天
の
下
知
ら
し
め
し
け
る 

天す
め
ろ
き皇
の

天あ
ま

の
日ひ
 
つ
ぎ継

と 

継つ

ぎ
て
く
来
る
君
の
御み

よ

み

よ

代
御
代
… 

（ 

２
０
・

四
四
六
五
、
大
伴
家
持
）

こ
の
よ
う
に
、
橿
原
の
地
を
詠
み
込
み
、
第
一
代
神
武
天
皇
以
来
の
皇
統

が
讃
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
皇
統
讃
美
の
歌
は
、
柿
本
人
麻
呂
、
山

部
赤
人
、
田
辺
福
麻
呂
ら
の
宮
廷
歌
人
や
大
伴
旅
人
・
大
伴
家
持
ら
に

よ
っ
て
も
歌
い
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
に
つ
い
て
も
機
会
が
あ
れ

ば
述
べ
て
み
た
い
が
、
第
百
二
十
六
代
の
今
上
陛
下
の
御
即
位
を
言
祝

ぎ
、
「
令
和
」
の
御
代
の
弥
栄
を
祈
念
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
。

＊  

万
葉
集
の
引
用
（ 

原
文
・
読
み
下
し
文
・
現
代
語
訳
） 

は
、
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
〈
小
学
館
〉
に
よ
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
島　

信
生（
お
お
し
ま　
の
ぶ
お
）

● 

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
九
日 

福
岡
県
に
生
ま
れ
る
。

皇
學
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
国
文
学
専

攻
満
期
退
学
。
博
士
（ 

文
学
） 

。
皇
學
館
大
学
助
手
・
講

師
・
助
教
授
・
准
教
授
を
経
て
現
在
同
教
授
。
皇
學
館
大
学

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
長
・
同
佐
川
記
念
神
道
博
物
館

長
。
万
葉
学
会
編
輯
委
員
・
美
夫
君
志
会
常
任
理
事
・
古
事

記
学
会
理
事
・
上
代
文
学
会
理
事
。
専
門
は
万
葉
集
を
中
心

と
す
る
上
代
国
語
国
文
学
。

● 

著
書
に
『
万
葉
集
の
表
記
と
訓
詁
』
（ 

お
う
ふ
う
） 

他
。
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相
撲
は
皇
室
に
も
つ
な
が
る
神
事
で
あ
る
。
こ
の
前
代
未
聞
の
光
景
は
全

世
界
に
大
々
的
に
報
道
さ
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
四
月
に
も
米
国
で

安
倍
首
相
と
会
っ
て
お
り
、
三
か
月
連
続
で
日
米
首
脳
が
会
談
す
る
と
い

う
前
例
の
な
い
濃
密
な
関
係
と
日
米
同
盟
の
強
化
を
世
界
に
示
し
た
。

今
年
は
自
由
、
共
産
両
陣
営
の
分
断
の
象
徴
だ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩

壊
、米
ソ
冷
戦
が
終
結
し
て
か
ら
三
十
年
で
あ
る
。
米
ソ
に
代
わ
っ
て
現
在
、

米
国
と
中
国
が
世
界
で
覇
を
競
う
「
米
中
新
冷
戦
」
が
現
実
味
を
帯
び
て

き
た
。
そ
の
中
国
は
日
々
、
尖
閣
諸
島
奪
取
に
食
指
を
動
か
し
、
ロ
シ
ア

相
手
の
日
本
固
有
の
北
方
領
土
の
返
還
交
渉
は
難
航
を
極
め
、
韓
国
は
日

本
人
拉
致
、
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
続
け
る
北
朝
鮮
に
す
り
寄
っ
て
「
反
日
」

姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
幕
を
開
け
た
ば
か
り
の
令
和
だ
が
、
日
本
を

取
り
巻
く
国
際
情
勢
は
日
増
し
に
険
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
中
国
は
十
月

一
日
、
世
界
の
指
導
者
を
集
め
て
建
国
七
十
年
を
盛
大
に
演
出
す
る
計
画

と
い
う
。
こ
う
し
た
時
期
に
米
中
対
決
の
い
わ
ば
最
前
線
に
あ
る
日
本
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
握
っ
て
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
た
意
義
は
限
り

な
く
大
き
い
。
日
本
の
存
在
感
が
高
ま
れ
ば
、
中
国
に
対
す
る
大
い
な
る

牽
制
と
な
り
、
東
ア
ジ
ア
の
今
後
の
安
定
に
も
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

日
米
の
緊
密
ぶ
り
を
目
の
前
で
見
せ
つ
け
ら
れ
た
習
近
平
主
席
は
来
春
、

に
日
本
を
公
式
訪
問
す
る
と
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
に
伍
し
て
天
皇
陛
下
と
の
会
見
を
希
望
し
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
の
場
合
、
習
主
席
が
天
皇
陛
下
の
中
国
ご
訪
問
を
要
請
し
て
も

日
本
側
は
安
易
に
は
応
じ
て
ほ
し
く
な
い
と
筆
者
は
強
く
思
っ
て
い
る
。

芳
し
く
な
い
前
例
が
あ
る
か
ら
だ
。
三
十
年
前
の
平
成
元
年
六
月
、
北
京

で
民
主
化
運
動
を
弾
圧
し
た
「
天
安
門
事
件
」
で
国
際
的
孤
立
と
経
済
制

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

齋
藤　

勉（
さ
い
と
う　
つ
と
む
）

●  

昭
和
二
十
四
年
生
ま
れ
。
四
十
七
年
、
東
京
外
語
大
ロ
シ
ア
科
卒
、

産
経
新
聞
入
社
。
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
、
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
、

東
京
編
集
局
長
、
取
締
役
副
社
長
大
阪
代
表
な
ど
を
歴
任
。
平
成
三
十

年
か
ら
論
説
顧
問
。
「
ソ
連
、
共
産
党
独
裁
を
放
棄
へ
」
の
ス
ク
ー
プ

で
日
本
新
聞
協
会
賞
受
賞
。

●  

著
書
に
『
ス
タ
ー
リ
ン
秘
録
』
（
産
経
新
聞
出
版
）
な
ど
。

（
産
経
新
聞
社
「
北
方
領
土
」
で
露
大
使
に
再
反
論　

本
紙
・
斎
藤
論

説
顧
問
「
降
伏
後
の
占
領
は
国
家
犯
罪
」
よ
り
）

裁
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
中
国
は
三
年
後
に
天
皇
陛
下
の
訪
中
を
実
現
さ
せ
、

日
本
は
中
国
を
国
際
社
会
に
復
帰
さ
せ
る
契
機
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
が
中
国
急
台
頭
の
踏
み
台
と
な
っ
た
。
現
在
の
米
中
対
立
の
渦
中
で

の
天
皇
陛
下
の
訪
中
に
は
、
中
国
側
に
と
っ
て
覇
権
争
い
で
有
利
と
な
る

「
日
米
分
断
」
の
思
惑
が
透
け
て
み
え
る
。

Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
の
高
揚
感
は
一
連
の
皇
室
儀
式
の
華
や
か
さ
と
一
体
と

な
っ
て
必
ず
や
、
次
の
外
交
の
大
舞
台
で
も
あ
る
十
月
の
「
即
位
礼
正
殿
の

儀
」
に
そ
の
ま
ま
持
ち
込
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
受
け
て
十
一
月

十
四
、
十
五
日
に
は
即
位
し
た
天
皇
が
初
め
て
執
り
行
う
「
大
嘗
祭
」
の
中

核
と
な
る
「
大
嘗
宮
の
儀
」
が
控
え
る
。
陛
下
一
世
一
代
の
重
要
儀
式
だ
。

こ
の
幸
先
良
い
令
和
元
年
の
国
の
勢
い
が
来
年
、
令
和
二
年
夏
の
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

天
皇
陛
下
は
わ
が
国
ば
か
り
で
な
く
世
界
の
平
和
と
安
寧
を
祈
る
存
在

で
あ
る
。
一
連
の
儀
式
に
込
め
ら
れ
た
崇
高
な
精
神
性
と
寛
容
の
心
、
い

わ
ば
「
令
和
の
祈
り
」
の
世
界
発
信
が
各
地
で
続
く
紛
争
、
と
り
わ
け
宗

教
対
立
・
弾
圧
を
少
し
で
も
緩
和
し
て
く
れ
れ
ば
と
切
に
願
う
。
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総
務
部 

教
化
渉
外
課 

権
禰
宜　

伊
藤　

英
佑

令
和
元
年
五
月
一
日
、
皇
位
継
承
に
伴
い
、
新
帝
陛
下
は
「
剣
璽
等
承

継
の
儀
」
「
即
位
後
朝
見
の
儀
」
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

一
方
、
橿
原
神
宮
で
は
、
践
祚
改
元
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
、
御
祭
神
に

新
し
い
御
代
の
は
じ
ま
り
を
奉
告
し
、
国
の
安
泰
と
国
民
の
安
寧
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
御
社
頭
に
お
い
て
は
、
思
わ
し
く
な
い
空
模
様
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
早
朝
よ
り
参
拝
に
来
ら
れ
る
方
、
御
朱
印
を
受
け
ら
れ
る
方
が
多

く
お
越
し
に
な
り
、
賑
々
し
い
令
和
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

扨
、
新
帝
陛
下
の
御
大
典
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
皇
位
継
承
に
伴
う
儀
式

は
、
ど
の
時
代
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
古
典
を
紐
解
く
と
我
が

国
は
じ
め
て
の
即
位
式
で
あ
る
第
一
代
神
武
天
皇
即
位
に
遡
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

神
武
天
皇
即
位
二
年
前
の
己
未
三
月
七
日
、
神
武
天
皇
は

「
上
は
天
神
の
国
を
お
授
け
く
だ
さ
っ
た
御
徳
に
答
え
、
下
は
皇
孫
の

正
義
を
育
て
ら
れ
た
心
を
弘
め
よ
う
。
そ
の
後
国
中
を
一
つ
に
し
て
都

を
開
き
、
天
の
下
を
掩
い
て
一
つ
の
家
と
す
る
こ
と
は
、
ま
た
良
い
こ

と
で
は
な
い
か
。
見
れ
ば
可
の
畝
傍
山
の
東
南
の
橿
原
の
地
は
、
思
う

に
国
の
真
中
で
あ
る
。
こ
こ
に
都
を
造
る
べ
き
で
あ
る
。
」

と
奠て

ん

都と

の
詔
み
こ
と
の
りを
下
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
神
武
創
業
の
精
神
で
あ
り
、

全
て
の
国
民
が
家
族
の
よ
う
に
手
を
取
り
合
い
助
け
合
う
事
が
国
の
発
展

に
繋
が
る
と
云
う
こ
と
で
す
。

ま
た
大
祓
詞
に
「
大お

ほ

倭や
ま
と

日ひ

高だ
か

見み

國の
く
に

を
安
國
と
定
め
奉
り
て　

下
つ
磐
根

に
宮
柱
太
敷
き
立
て　

高
天
原
に
千
木
高
知
り
て　

皇す
め

御み

孫ま
の

命み
こ
と

の
瑞
の

御み
あ
ら
か殿
仕
え
奉
り
て
…
…
安
國
と
平
け
く
知
ろ
し
食
さ
む
」
と
あ
る
よ
う

に
、
平
和
な
国
（
＝
安
國
）
を
築
く
た
め
に
、
都
造
り
に
着
手
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
翌
年
庚か

の
え
さ
る申

九
月
二
十
四
日
に
は
媛
蹈
韛
五
十
鈴
媛
を
召
し

て
正
妃
と
さ
れ
た
の
で
す
。

神
武
天
皇
は
辛か

の
と

酉と
り

の
年
春
正
月
、
橿
原
宮
に
て
第
一
代
の
天
皇
と
し
て

御
即
位
あ
そ
ば
さ
れ
ま
す
。
御
即
位
に
当
た
り
、
仕
え
た
臣
下
の
中
に
は

神
代
以
来
よ
り
仕
え
て
い
る
神
々
の
子
孫
が
お
り
、
天あ

め
の

太ふ
と

玉た
ま
の

命
の
孫
で
あ

る
天あ

め
の

富と
み
の

命
は
配
下
の
齋い
ん

部べ

を
率
い
て
神か
む

宝だ
か
ら

・
鏡
・
矛
・
盾
・
木
・
綿
・
麻

な
ど
を
造
り
ま
し
た
。
櫛く

し

明あ
か
る

玉た
ま
の

命
の
子
孫
は
祈
祷
の
意
味
を
持
つ
御み

祈ほ
き

玉た
ま

を
造
り
、
ま
た
天あ
め

日の
ひ
わ
し
の鷲

命
の
子
孫
は
木
綿
と
布
を
造
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
「
剣
璽
等
承
継
の
儀
」
が
行
わ
れ
、
天あ

め
の

児こ

屋や
ね
の

命
の
子
孫
で
あ

る
天あ

め
の

種た
ね

子こ
の

命
は
天
神
の
寿よ

詞ご
と

を
奏
上
し
ま
す
。
寿
詞
は
吉
事
、
め
で
た
い

こ
と
で
、
天
神
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
祝
詞
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
初
め
て

の
即
位
式
の
時
、
中
臣
氏
の
祖
先
で
あ
る
天
種
子
命
が
奏
上
し
た
の
で
、

後
世
は
専
ら
中
臣
氏
が
奏
上
す
る
よ
う
に
な
り
、
中
臣
の
寿
詞
と
も
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
天
富
命
は
齋
部
を
引
き
連
れ
て
、
天あ

ま
つ

璽し
る
し

で
あ
る
八
咫
鏡
、
天
叢
雲
剣
を
捧
げ
持
ち
、
玉
座
に
奉
安
し
ま
し
た
。
道み
ち
の

臣お
み
の

命
は
来く

目め

部べ

を
率
い
て
宮
門
の
開
閉
を
掌
り
、
四
方
の
国
に
朝
廷
が
尊

い
事
を
示
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
天
照
大
神
・
高た

か
み
む
す
ひ
の
か
み

皇
産
霊
神
の
御
命
令
に

従
っ
て
皇
居
内
に
神ひ

も
ろ
ぎ籬

を
た
て
、
国
土
の
神
々
と
宮
殿
の
敷
地
の
神
々
を

お
祀
り
さ
れ
、
大
殿
祭
、
御
門
祭
も
斎
行
さ
れ
ま
す
。
大
殿
祭
と
は
、
天

古
典
か
ら
御
大
典
を
み
て

かしはら
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皇
陵
と
伊
勢
神
宮
に
参
拝
さ
れ
た
。
五
月
一
日
に
即
位
さ
れ
た
新
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
も
年
内
に
も
こ
の
地
と
昭
和
天
皇
以
前
四
代
の
天
皇
陵
に
赴

く
「
親
謁
の
儀
」
に
臨
ま
れ
る
と
い
う
。
即
位
後
、
す
で
に
三
種
の
神
器

を
受
け
継
ぐ
「
剣
璽
等
承
継
の
儀
」
は
行
わ
れ
た
が
、
令
和
元
年
の
向
こ

う
半
年
間
、
即
位
関
連
の
一
連
の
儀
式
が
世
界
に
発
信
さ
れ
る
。
三
十
年

前
の
昭
和
天
皇
崩
御
に
伴
う
平
成
へ
の
御
代
替
わ
り
の
儀
式
は
服
喪
の
中

で
執
り
行
わ
れ
た
が
、
今
回
は
二
百
二
年
ぶ
り
の
譲
位
に
よ
る
も
の
で
事

情
は
違
う
。
天
皇
陛
下
は
「
極
力
簡
素
に
」
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
王
朝
絵
巻
さ
な
が
ら
の
華
麗
な
儀
式
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
世
界
最
古
、
万
世
一
系
の
皇
室
の
格
調
高
く
奥
深

い
儀
式
に
伴
っ
て
、
わ
が
国
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
も
前
例
の
な
い
日
本

を
舞
台
と
す
る
最
大
規
模
の
外
交
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
だ
。「
日
本
」
の

存
在
感
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
機
の
到
来
で
あ
る
。

全
国
の
神
社
を
統
括
す
る
神
社
本
庁
も
御
代
替
わ
り
に
伴
う
様
々
な
儀
式

を
英
語
で
解
説
す
る
冊
子
「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
を
作
成
、
各
国

の
駐
日
大
使
館
な
ど
に
配
布
し
て
対
外
発
信
に
こ
れ
務
め
て
い
る
。
そ
の

中
で
「
皇
位
継
承
の
諸
儀
式
は
、
神
代
か
ら
現
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
わ
が
国
の
精
神
の
継
承
の
儀
式
で
す
」
と
強
調
し
て
い
る
。

儀
式
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
十
月
二
十
二
日
に
皇
居
・
宮
殿
で
行
わ
れ
る
「
即

位
礼
正
殿
の
儀
」
だ
。「
松
の
間
」
に
は
陛
下
の
玉
座
「
髙
御
座
」、
皇
后

さ
ま
の
「
御
帳
台
」
が
設
置
さ
れ
、
中
庭
に
は
色
と
り
ど
り
の
幟
旗
が
立

ち
並
ぶ
。
国
内
外
の
参
列
者
は
二
千
五
百
人
に
の
ぼ
り
、
海
外
か
ら
は
三
十

年
前
よ
り
約
三
十
か
国
も
多
い
百
九
十
五
か
国
の
元
首
ら
が
招
待
さ
れ
る
。

皇
室
と
交
流
の
深
い
王
室
関
係
者
も
多
数
参
列
す
る
見
通
し
だ
。
正
殿
の

儀
を
終
え
る
と
両
陛
下
は
「
祝
賀
御
列
の
儀
」
に
臨
ま
れ
、
宮
殿
か
ら
お

住
ま
い
の
あ
る
赤
坂
御
所
ま
で
オ
ー
プ
ン
カ
ー
に
乗
り
、
国
民
か
ら
広
く

祝
福
を
受
け
ら
れ
る
。
二
十
二
日
夜
か
ら
三
十
一
日
ま
で
に
四
回
、
国
内

外
の
賓
客
を
招
い
て
の
祝
宴
「
饗
宴
の
儀
」
が
催
さ
れ
る
ほ
か
、
二
十
三

日
に
は
安
倍
晋
三
首
相
夫
妻
が
都
内
の
ホ
テ
ル
に
外
国
元
首
ら
を
招
い
て

晩
さ
ん
会
が
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
狂
言
師
・
野
村
萬
斎
さ
ん
、
歌
舞
伎

役
者
・
市
川
海
老
蔵
さ
ん
、
文
楽
人
形
遣
い
・
吉
田
玉
男
さ
ん
が
五
穀
豊

穣
を
祈
る
演
目
を
共
演
。
さ
ら
に
天
皇
陛
下
の
ご
学
友
で
も
あ
る
能
楽
師

の
観
世
清
和
さ
ん
、
三
郎
太
親
子
演
者
に
よ
る
演
目
も
披
露
さ
れ
る
。
日

本
が
誇
る
伝
統
芸
能
の
第
一
人
者
が
打
ち
揃
っ
て
新
し
い
御
代
の
船
出
を

お
祝
い
す
る
稀
有
な
舞
台
で
あ
る
。

一
方
で
外
交
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
六
月
二
十
八
、二
十
九
日
に
大
阪
で

行
わ
れ
た
「
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
（
首
脳
会
議
）」
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
東
京

や
沖
縄
、
北
海
道
、
伊
勢
志
摩
で
先
進
七
―
八
か
国
だ
け
の
首
脳
会
議
は

あ
っ
た
が
、
今
回
は
新
興
国
を
含
む
三
十
七
も
の
国
・
地
域
や
国
際
機
関

が
参
加
し
た
、
日
本
で
過
去
最
大
の
国
際
会
議
で
あ
る
。
安
倍
首
相
が
ホ

ス
ト
と
な
り
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
じ
め
、
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
、

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
、
韓
国
の
文
在
寅
大
統
領
、
欧
州
の
先
進
主

要
諸
国
ト
ッ
プ
ら
が
「
呉
越
同
舟
」
で
日
本
に
初
め
て
勢
揃
い
し
た
。

安
倍
首
相
と
深
い
絆
を
結
ん
で
い
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
す
で
に
五
月

二
十
五
日
か
ら
四
日
間
、
日
本
を
公
式
訪
問
し
、
世
界
の
国
家
元
首
と
し

て
令
和
の
御
代
で
初
め
て
天
皇
陛
下
と
会
見
し
た
。
異
例
な
こ
と
に
、
両

国
国
技
館
の
大
相
撲
夏
場
所
千
秋
楽
を
安
倍
首
相
と
一
緒
に
観
戦
し
、
優

勝
力
士
の
朝
乃
山
に
「
米
国
大
統
領
杯
」
を
授
与
し
た
。
い
わ
ず
も
が
な
、
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納
演
奏
が
叶
い
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
嬉
し
く
正
に
御
祭
神
の
お
導
き
に

よ
る
も
の
と
有
難
き
極
み
に
存
じ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

木
村
理
事
長
は
「
海
道
東
征
」
を
学
院
曲
と
し
て
相
応
し
い
と
考
え
ら

れ
、
信
時
潔
氏
の
御
遺
族
の
お
許
し
を
戴
き
吹
奏
楽
と
し
て
編
曲
し
た
う

え
で
新
た
に
曲
名
を
「
海
道
東
征　

浪
速
」
と
さ
れ
た
と
承
り
ま
し
た
。

私
自
身
今
ま
で
に
二
度
、
交
声
曲
と
し
て
の
「
海
道
東
征
」
を
聴
い
て
お

り
ま
す
が
、
吹
奏
楽
と
し
て
は
初
め
て
聴
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ど
の
様

な
演
奏
に
な
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

畝
傍
山
か
ら
の
風
が
僅
か
に
心
地
良
く
、
辺
り
が
新
緑
に
包
ま
れ
た
中

で
、
理
事
長
以
下
役
員
・
学
校
関
係
者
・
中
高
学
校
各
ク
ラ
ス
代
表
生
徒
・

保
護
者
の
見
守
る
中
、
吹
奏
楽
部
員
八
十
七
名
は
山
本
吹
奏
楽
部
顧
問
の
も

と
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
聴
か
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

今
よ
り
二
六
八
〇
余
年
以
上
前
、
天
照
大
神
の
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」

の
も
と
、
こ
の
葦
原
の
中
つ
国
を
人
々
の
為
に
正
し
い
政
を
行
い
、
世
界

中
の
人
々
が
恰
も
一
つ
の
家
族
の
様
に
互
い
に
慈
し
み
仲
良
く
平
和
に
暮

ら
せ
る
世
の
中
を
目
指
さ
れ
た
神
武
天
皇
の
建
国
の
精
神
が
高
ら
か
に
奏

で
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

「
海
道
東
征　

浪
速
」
を
聴
か
せ
て
戴
き
、
改
め
て
御
祭
神
神
武
天
皇

の
建
国
の
大
偉
業
を
広
く
国
民
に
訴
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
思
い

を
強
く
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
大
き
な
感
動
を
も
っ
と
多

く
の
皆
様
に
味
わ
っ
て
戴
き
た
い
も
の
と
明
年
の
御
鎮
座
百
三
十
年
の
佳

年
に
再
び
橿
原
神
宮
で
の
奉
納
演
奏
を
理
事
長
に
お
願
い
し
た
こ
と
は
申

す
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

橿
原
神
宮
宮
司　

久
保
田 

昌
孝

「

和
」
で
世
界
に
示
す
「
日
本
」
の
存
在
感

産
経
新
聞
社
論
説
顧
問　

齋
藤　

勉

大
阪
勤
務
だ
っ
た
昨
年
ま
で
の
五
年
間
、
私
の
一
日
は
自
宅
の
目
前
に
連

な
る
生
駒
山
の
向
こ
う
側
か
ら
昇
る
旭
日
に
手
を
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
。
そ
の
朝
日
の
麓
の
「
ま
ほ
ろ
ば
」
に
は
橿
原
神
宮
が
、
そ
の
ほ

ぼ
東
方
へ
の
延
長
線
上
に
は
伊
勢
神
宮
が
鎮
座
ま
し
ま
し
て
い
る
。
偶
然

と
は
い
え
、
何
と
幸
い
な
場
所
に
住
ま
い
を
得
た
こ
と
か
。
宗
教
心
に
は

縁
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
「
祈
り
」
の
気
持
ち
が
自

然
に
湧
い
て
き
た
。

「
初
春
の
令
月
に
し
て
、
気
淑
く
風
和
ら
ぎ
…
…
」。
万
葉
集
か
ら
採
ら
れ

た
「
令
和
」
の
新
元
号
を
耳
に
し
た
時
、
そ
の
清
冽
な
響
き
か
ら
ま
ず
頭

に
浮
か
ん
で
き
た
の
は
、
何
度
も
参
詣
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
初
代
・
神
武

天
皇
を
主
祭
神
と
す
る
橿
原
神
宮
、
そ
し
て
皇
室
の
魂
の
祖
先
で
あ
る
天

照
大
神
を
祀
る
伊
勢
神
宮
の
境
内
の
凛
と
し
て
厳
か
な
佇
ま
い
だ
っ
た
。

神
武
天
皇
が
苦
難
の
東
征
の
末
、
橿
原
の
地
に
初
代
朝
廷
を
開
く
ま
で
を

劇
的
に
謳
い
上
げ
た
カ
ン
タ
ー
タ
（
交
声
曲
）「
海
道
東
征
」
を
私
ど
も
産

経
新
聞
社
が
橿
原
神
宮
の
絶
大
な
協
力
を
得
て
復
活
し
た
思
い
入
れ
も

あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
伊
勢
神
宮
で
は
六
年
前
の
式
年
遷
宮
で
内

宮
の
「
遷
御
の
儀
」
に
招
か
れ
た
さ
い
、
天
照
大
神
の
ご
神
体
が
新
し
い

正
殿
へ
と
旧
殿
を
出
た
ま
さ
に
そ
の
瞬
間
、
暗
闇
の
中
で
静
ま
り
返
っ
て

い
た
招
待
客
の
頭
上
の
森
で
突
然
、
ザ
ワ
ザ
ワ
ッ
と
一
陣
の
風
が
舞
う
と

い
う
「
神
体
験
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

上
皇
さ
ま
ご
夫
妻
は
天
皇
、
皇
后
在
位
最
後
の
地
方
訪
問
と
し
て
神
武
天

かしはら
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様
子
を

遠
つ
世
の
　
風
ひ
そ
か
に
も
　
聴
く
ご
と
く
　

樫
の
葉
そ
よ
ぐ
　
参
道
を
行
く

と
お
詠
み
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
御
歌
は
平
成
二
十
九
年
の
年

頭
に
宮
内
庁
よ
り
発
表
さ
れ
、
ふ
と
遠
い
歴
史
の
彼
方
か
ら
吹
い
て
く
る

ひ
そ
や
か
な
風
の
音
を
聞
く
よ
う
な
お
気
持
ち
で
、
樫
の
葉
の
そ
よ
ぎ
を

聞
か
れ
つ
つ
参
道
を
お
進
み
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
お
詠
み
に
な
っ
た
も
の

で
す
。

建
国
の
地
に
建
つ
神
宮
と
し
て
、
私
達
の
御
祖
先
が
神
武
天
皇
の
御
大

典
の
折
り
に
聞
い
た
で
あ
ろ
う
遠
つ
世
の
風
の
音
を
感
じ
な
が
ら
、
全
国

の
崇
敬
者
の
皆
様
と
一
緒
に
こ
の
度
の
御
大
典
を
奉
祝
し
、
令
和
の
御
代

も
平
和
な
国
（
＝
安
國
）
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
り
続
け
て
参
り
ま
す
。

参
考
文
献　

橿
原
神
宮
第
七
代
、第
十
一
代
宮
司 

菟
田
茂
丸
著（
昭
和
十
五
）　
『
橿

原
の
遠
祖
』　

平
凡
社

宇
治
谷
孟
訳
注（
昭
和
六
十
三
）『
日
本
書
紀（
上
）全
現
代
語
訳
』　

講

談
社
学
術
文
庫

斎
部
広
成
撰
・西
宮
一
民
校
注（
昭
和
六
十
）『
古
語
拾
遺
』　

岩
波
文
庫

神
社
本
庁
監
修（
平
成
二
十
七
）『
神
話
の
お
へ
そ「
古
語
拾
遺
」編
』

扶
桑
社

皇
の
居
住
す
る
宮
殿
関
係
の
神
を
奉
り
、
宮
殿
の
平
安
を
祈
る
祭
祀
で

す
。
都
が
藤
原
京
や
平
城
京
、
平
安
京
等
に
固
定
さ
れ
る
以
前
は
、
天
皇

の
御
代
ご
と
に
皇
居
が
移
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
『
延
喜
式
』
に
収
め
ら
れ

て
い
る
大
殿
祭
の
祝
詞
に
は
、
天
皇
の
即
位
に
際
し
、
新
し
く
造
ら
れ
る

宮
殿
が
平
安
で
あ
る
よ
う
に
言
祝
ぐ
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
門
祭

は
大
殿
祭
に
附
随
す
る
祭
で
、
皇
居
の
門
に
入
っ
て
く
る
邪
悪
な
行
為
を

す
る
神
を
祓
い
、
皇
居
内
の
平
安
を
祈
る
祭
り
で
す
。
ま
た
、
先
代
旧
事

本
紀
に
よ
る
と
『
皇
子
等
と
大
夫
達
は
郡
官
・
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
ら

を
率
い
て
、
年
賀
の
拝
礼
を
行
い
、
現
在
ま
で
続
く
、
即
位
・
賀
正
・
建

都
・
践
祚
な
ど
の
儀
式
は
み
な
こ
の
時
に
起
こ
っ
た
』
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
神
武
天
皇
の
御
大
典
は
、
即
位
式
に
留
ま
ら
ず
、
賀
正
と

都
定
め
の
三
つ
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

そ
し
て
、
神
武
天
皇
は
皇
位
の
尊
さ
を
示
し
な
が
ら
、
国
を
一
つ
の
家
族

の
よ
う
に
統
治
さ
れ
ま
し
た
。
正
に
「
国
家
」
の
始
ま
り
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
御
大
典
は
橿
原
神
宮
の
御
祭
神
で

あ
る
神
武
天
皇
が
橿
原
宮
に
即
位
さ
れ
て
よ
り
続
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
新
帝
陛
下
は
即
位
礼
及
び
大
嘗
祭
の
後
、
神
武
天
皇
山
陵
及
び

昭
和
天
皇
以
前
四
代
の
天
皇
山
陵
に
拝
礼
な
さ
れ
、
御
即
位
を
御
奉
告
に

な
ら
れ
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
平
成
二
十
八
年
四
月
三
日
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
（
現 

上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
畝
傍
山
東
北
陵

で
斎
行
さ
れ
た
神
武
天
皇
二
千
六
百
年
式
年
祭 

山
陵
の
儀
に
臨
ま
れ
、

そ
の
後
橿
原
神
宮
に
御
参
拝
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
皇
后
陛
下
は
そ
の
時
の
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橿
原
神
宮
の
豊
か
な
杜
の
境
内
参
道
並
び
に
荘
厳
な
る
社
殿
に
は
、
こ
れ
ま
で
全
国

の
御
崇
敬
の
皆
様
よ
り
九
百
基
余
り
の
燈
篭
を
御
奉
納
頂
い
て
お
り
ま
す
。
燈
篭
に
は

御
奉
納
者
の
芳
名
を
刻
み
、
末
永
く
御
篤
志
を
伝
え
て
参
り
ま
す
。

【
各
種
燈
篭
】

■
本
殿
外
周
燈
篭
（
御
志
納
料:

五
百
万
円
以
上
）

御
祭
神
が
お
鎮
ま
り
に
な
る
本
殿
近
く
に
想
い
を
込
め
た
一
燈
を
。

■
北
参
道
燈
篭
（
御
志
納
料:

百
五
十
万
円
以
上
よ
り
）

橿
原
神
宮
旧
正
門
に
あ
た
る
北
神
門
か
ら
続
く
参
道
を
照
ら
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】
橿
原
神
宮
庁　

奉ほ
う
さ
ん
ぶ

賛
部

　
　
　
　
　
　

  

電
話
：
（
〇
七
四
四
）
二
二-

三
二
七
一
（
受
付
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
）

橿
原
神
宮
で
は
、
本
年
四
月
三
日
の
神
武
天
皇
祭
終
了
後
に
、
外
拝
殿
・
大
絵

馬
前
に
て
一
つ
の
御
歌
碑
（
石
碑
）
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
御
歌
碑
に

は
平
成
二
十
八
年
四
月
三
日
の
神
武
天
皇
二
千
六
百
年
大
祭
に
あ
た
り
、
現
在
の

上
皇
上
皇
后
両
陛
下
が
橿
原
神
宮
へ
御
参
拝
に
な
ら
れ
た
際
の
お
気
持
ち
を
上
皇

后
陛
下
が
お
詠
み
に
な
ら
れ
た
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。　

御み
う
た歌
は
平
成
二
十
九
年
年
頭
に
宮
内
庁
よ
り
発
表
さ
れ
、
ふ
と
遠
い
歴
史
の
彼

方
か
ら
吹
い
て
く
る
ひ
そ
や
か
な
風
の
音
を
聞
く
よ
う
な
お
気
持
ち
で
、
樫
の
葉

の
そ
よ
ぎ
を
聞
か
れ
つ
つ
参
道
を
お
進
み
に
な
っ
た
情
景
を
お
詠
み
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
畝
傍
山
の
稜
線
を
彷
彿
と
さ
せ
る
御
歌
碑
は
、
静
か
に
参
拝

者
の
皆
様
を
迎
え
て
い
ま
す
。

650

1310

625

2100

【大】 

420

505

2100

1130

【中】 

250
410

1940

840

（mm）（mm）（mm）

【小】  

（
全
長
） 

三
メ
ー
ト
ル
三
十
七・五
セ
ン
チ

 

（
全
長
） 

三
メ
ー
ト
ル
二・五
セ
ン
チ

 

（
全
長
） 

二
メ
ー
ト
ル
六
十
セ
ン
チ

皇
后
陛
下
御　

み
　
う
た
　
ひ
　

歌
碑

（mm）

1700

250

釣
燈
篭
（
御
志
納
料:

壱
百
万
円
以
上
）
を
御
希
望
の
方
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

御
 み うた ひ 
歌碑は元神宮大宮司で､現在神社本庁統理である鷹

   たかつかさ
司 尚

なお たけ
武氏に

御揮毫を頂きました。

燈
篭
奉
納
の
御
案
内




